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**2022 年 12 月改訂（第 3 版） 
_*2017 年 08 月改訂（第 2 版（新記載要領に基づく改訂）） 

医療機器届出番号 34B1X00001000014 

 機械器具 56 採血又は輸血用器具  
⼀般医療機器 ルアーアダプタ 35075000  

カテーテルジョイント  

再使用禁止   
 

【禁忌・禁止】 
 再使用禁止 

 

**【形状・構造及び原理等】 
**〈構造図（代表図）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〈原材料〉 
構成部品 原材料 

メスコネクタ ポリ塩化ビニル 

オスコネクタ ポリカーボネート 

   ・本品はポリ塩化ビニル(可塑剤：フタル酸ジ(２－エチルヘキシ

ル))を使用している。 

 

**〈原理〉 
   本品は、アンプルやバイアル等の容器の薬剤を採取するための機

器である。メスコネクタに指定の汎用注射筒を接続し、オスコネ

クタに指定の採液針を接続することで、採液用途として使用を可

能とするものである。 

 

**【使用目的又は効果】 
   ２つの器具を接続し、採液用途として使用する単回使用器具。 

 

  【使用方法等】 
   1. 包装から本品を取り出します。 

 **2. メスコネクタに指定の汎用注射筒を確実に接続します。 

 **3. オスコネクタのカバーを外し、指定の採液針を確実に接続しま

す。 

 **4. 薬液等を吸引します。 

 **5. 指定の汎用注射筒から本品を取り外します。 

 

**〈組み合わせて使用する医療機器〉 
 **1. メスコネクタは、以下の汎用注射筒に接続して使用します。 

販売名 届出番号 

ＪＭＳ 注入器 34B1X00001000009 

ＪＭＳシリンジ カテーテルフィット 34B1X00001000027 

 

 **2. オスコネクタは、以下の採液針に接続して使用します。 

販売名 届出番号 

鈍針 34B1X00001000029 

プラスチックカニューラ 34B1X00001000031
 

  〈使用方法等に関連する使用上の注意〉 
 **1. 他の医療機器を接続する際は、緩みや外れが生じないように確

実に行うこと。また、過度な嵌合をしないこと。[コネクタが

外れないおそれがある。] 

 **2. コネクタのテーパ部に薬液等が可能な限り付着しないように

注意すること。[接続部に緩みが生じるおそれがある。］ 

 **3. 接続部に横方向の力を加えないこと。［接続部が外れるおそれ

がある。］ 

 

 *【使用上の注意】 
**〈重要な基本的注意〉 
   本品はポリ塩化ビニルの可塑剤であるフタル酸ジ(２－エチルヘ

キシル)が溶出するおそれがある。 

 

**〈不具合・有害事象〉 
   その他の不具合 

     固着、外れ、緩み 

 

  【保管方法及び有効期間等】 
  〈有効期間〉 
   3 年［自己認証(当社データ)による］ 

   包装の使用期限欄を参照すること。 

 

**【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
   製造販売業者 

   株式会社ジェイ・エム・エス 

 

   問い合わせ先 

   TEL 0120-923-107 

 

汎用注射筒接続側 

メスコネクタ

採液針接続側 
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